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 会場 講師     テーマ 受講者数
鳥取 
第１回 
工学研究科 教授 食糧と競合しないバイオマスを原料とする次世代バイオ燃料 
46 医学部 教授 地域医療は大丈夫か？-地域の課題と今後の展望- 
農学部 教授 環境の危機-鳥取県における生態系の危機とその対策- 
第２回 
地域学部 教授 脳から見た社会性の発達 
59 農学部 教授 日本の食料自給率と世界の食料問題 
大学教育支援機構 教授 不安の時代を生き抜く知恵－Ｖ・フランクルのよく生きるヒント－ 
米子 
第１回 
工学研究科 教授 食糧と競合しないバイオマスを原料とする次世代バイオ燃料 
62 農学部 教授 環境の危機-鳥取県における生態系の危機とその対策- 
農学部 教授 日本の食料自給率と世界の食料問題 
第２回 
大学教育支援機構 教授 不安の時代を生き抜く知恵－Ｖ・フランクルのよく生きるヒント－ 
65 医学部 教授 地域医療は大丈夫か？-地域の課題と今後の展望- 
地域学部 教授 脳から見た社会性の発達 
倉吉 
第１回 
工学研究科 教授 食糧と競合しないバイオマスを原料とする次世代バイオ燃料 
32 農学部 教授 日本の食料自給率と世界の食料問題 
医学部 教授 地域医療は大丈夫か？-地域の課題と今後の展望- 
第２回 
地域学部 教授 脳から見た社会性の発達 
39 大学教育支援機構 教授 不安の時代を生き抜く知恵－Ｖ・フランクルのよく生きるヒント－ 
農学部 教授 環境の危機-鳥取県における生態系の危機とその対策- 
境港   農学部 准教授 野菜に含まれる抗酸化物質?気になる抗酸化物質とは？? 68 
 
表２ 平成23～24年度「サイエンス・アカデミー」開講状況 
回 開催日 講師 テーマ 
受講者数 
鳥取 琴浦 日野 総計




38 7 － 45 
305 回 4月23日 医学部 講師 耳鼻咽喉科・頭頸部外科の最新医療 39 6 1 46 
306 回 5月14日 医学部 准教授 最新の放射線治療 71 8 － 79 
307 回 5月28日 医学部 教授 QOL 向上を目指したがん医療 51 4 1 56 
308 回 6月11日 医学部 准教授 胸部外科におけるダ・ヴィンチＳ 39 9 － 48 
309 回 6月25日 医学部 准教授 放射線科における低侵襲治療 36 2 1 39 
310 回 7 月 9 日 医学部 教授 心臓血管外科における低侵襲治療 47 5 － 52 
311 回 7月23日 医学部 教授 ロボットを使用した産婦人科の低侵襲手術 38 5 0 43 
312 回 8月27日 鳥取大学 名誉教授 山陰海岸ジオパークの概要と認定へのプロセス 72 2 1 75 
313 回 9 月 1 日 鳥取大学 名誉教授  ジオパーク認定の先人たち 64 1 － 65 
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314 回 9月24日 外部講師 岩美・但馬西部地域のジオスポット 51 1 0 52 
315 回 10月8日 

























319 回 12月1日 地域学部 教授 
グローバルにみた鳥取砂丘の個性～世界ジオ
パークネットワークへの情報発信をめざして～ 
54 3 － 57 
320 回 1月14日 地域学部 准教授 
ジオパーク観光と地域振興について－岩美町
での調査を中心に－ 
60 1 － 61 
321 回 1月28日 外部講師 山陰沖日本海にくらす海の生きもの 48 3 0 51 
322 回 2月11日 地域学部 教授 中世の湖山池 102 2 － 104
323 回 2月25日 外部講師 湖山池・たねが池の形成 108 4 0 112
324 回 3 月 1 日 工学研究科 准教授 沿岸地域における自然災害 57 1 － 58 
325 回 3月24日 工学研究科 准教授 地域における防災教育のススメ 21 1 1 23 






68 4 3 75 
328 5月12日 工学研究科 教授 地域防災力の向上化に対する自助公助の役割 48 2 － 50 
329 5月26日 農学部 教授 鳥インフルエンザウイルスと野鳥 45 3 1 49 
330 6 月 9 日 医学部 教授 感染症について世界の中の鳥取を考える 33 3 － 36 
331 6月23日 工学研究科 准教授 
電気の流れやすさから山陰地方の地震発生場
を探る 
50 6 1 57 
332 7月14日 工学研究科 准教授 
有望な海洋再生可能エネルギー・波力－実用
化に向けた最新の波力発電開発状況－ 
51 7  － 58 
333 7月28日 農学部 講師 ため池を利用したマイクロ水力発電の可能性 62 4 2 68 
334 8月11日 工学研究科 准教授 バイオの燃料の現状 31 2  － 33 
335 8月25日 工学研究科 准教授 太陽電池と太陽光発電のはなし 64 8 2 74 
アンケート集計期間（平成 23 年９月１日～平成 24 年８月 25 日）を抜粋 
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表３ 平成23～24年度「駅南教室」開講状況 
回数 開催日 講  師 テーマ 
受講
者数
70 10月 1日 地域学部 教授 彫刻のはなし 18 
71 11月 5日 地域学部 教授 通信簿史考－通信簿から学校の歴史を読み解く 13 
72 12月 3日 工学研究科 助教 電池の高性能化による電気自動車用の普及 23 
73 1月 7日 地域学部 准教授 遺跡から見る過去の環境と人 33 
74 2月 4日 地域学部 准教授 伝統文化の現在 14 




外部講師（野村證券株式会社） 「マクロ経済・世界の投資環境」 24 
77 4月 21日 外部講師（野村證券株式会社） 「債券投資」の基礎 20 
78 5月 19日 外部講師（野村證券株式会社） 「世界の株式投資」の基礎 25 
79 6月 2日 外部講師（野村證券株式会社） 「投資信託」の基礎① 24 
80 6月 16日 外部講師（野村證券株式会社） 「投資信託」の基礎② 13 
81 7月 7日 地域学部 教授 数字に見る日本の経済社会 33 













ーストラリア・ヴィクトリア州政府等で実施されているもので[Victorian Department of Innovation, Industry 
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図５ 「サイエンス・アカデミー」受講動機   図６ 「サイエンス・アカデミー」講義時間の評価 
（複数回答可）                       （n=543） 
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図７「サイエンス・アカデミー」講義内容の評価  図８「サイエンス・アカデミー」配布資料の評価 
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図 11 「駅南教室」受講者の講座情報源（複数回答可）   図 12 「駅南教室」受講者の受講経験 
 
図 13 「駅南教室」受講動機（複数回答可）      図 14 「駅南教室」講義時間の評価 
 
図 15 「駅南教室」講義内容の評価（n=221）     図 16 「駅南教室」配布資料の評価 
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デル」や「受容モデル」に基づいた専門家と非専門家の関係を再構築することでもある [藤垣, 2003, p. 191]。
双方向コミュニケーションにおいては地域住民が持つローカルな知識体系から研究者の側が学ぶことも起こ





























2 平成23年 10月，11月の「サイエンス・アカデミーin Yonago」および「サイエンス・アカデミー」平成23年12月開催分
の計６回分については本形式のアンケートが実施されなかったため集計に含まれない。 
3グラフでは小数点以下を四捨五入して表記している。 
4ここではセグメントに分類できた回答のみを対象とし N/A に分類されたものは除いている。 
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４ここではセグメントに分類できた回答のみを対象とし N/A に分類されたものは除いている。 
